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東海大学開発工学部
プロフィール

◎所在地
静岡県沼津市西野317

◎沿革
大学の創設は1942年。主なキャン
パスは代々木（本部）、湘南、清水、
沼津、伊勢原にある。開発工学部は
1991年4月、沼津市の富士山を背
にした愛鷹山の裾野という自然環境
に恵まれたところに開設された。人
と地球に優しい21世紀志向の先端
技術と人材の開発を理念とする。

◎学生数
約1500名（大学院生約100名）

◎ネットワーク環境
本部がTRAINに512Kbpsで接続さ
れており、沼津キャンパスは湘南キ
ャンパス経由で本部に接続されてい
る（本部← 1 . 5Mbp s →湘南←
19 2K b p s →沼津）。学内では
100MbpsのFDDIでネットワーク網
が敷設され、これに実習室や実験室、
各研究室に置かれたワークステーシ
ョンやパソコンが接続されている。
学生は入学と同時にネットワークの
アカウントが発行される。
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東海大学開発工学部 山口研究室

現在の医療では、医学の対象としての病気が強調されたり、患者が商
品であるかのように取り扱われたりするような事態も起こってきている。
そこで編集部は、臨床医師としての経験と「医療では患者が主体になら

なければいけない」という問題意識から、ネットワークとバーチャルリアリ
ティー技術を応用した超病院（Hyper Hospital）の研究を行っている山
口隆美教授を研究室にお訪ねした。山口教授は、日本バーチャルリアリ
ティー学会の発起人の1人でもある。

先生は医療研究とコンピュータネットワ

ークの研究を結び付けたユニークな研究

をされていますが、医学部のご出身なん

ですね。

ええ、東北大学の医学部を出て4年ほど

一般外科医をしたあと心臓外科に移りまし

た。その後、基礎医学の研究を始めたので

すが、具体的には血液の流れの実験的な研

究です。このときメインフレームコンピュー

タを使ってデータ解析を行ったのが最初の

本格的なコンピュータの利用でした。ネッ

トワークという観点からコンピュータを利用

するようになったのは1981年から83年にか

けてネットワークの進んだイギリスに留学し

たのがきっかけでした。帰国後、数値流体

力学を研究するようになり、研究所内に

LANを構築したりしました。

バーチャルリアリティーに取り組んだき

っかけというのは何ですか。

血液の流れについての計算結果を可視化

する必要から、コンピュータグラフィックス

をやる必要が出てきたからです。そこで3次

元のグラフィックスが使えないかと思ったの

ですが、当時そのような装置は高価でした

から、学生と一緒にヘッドマウントディス

プレイなどを開発しました。ところがスピー

ドが遅くて仕方がない。そこで何か使い道

はないかということで思い付いたのが「ハイ

パーホスピタル＝超病院」だったのです。

バーチャルリアリティーの医療への応用

というわけですね。

医者がそれで手術のシミュレーションを

実験室：パソコン、通信機器、
ワークステーション（Indy）が
所狭しと並ぶ

山口研究室のホームページ
jhttp://fh.u-tokai.ac.jp/index.html

患者も医師も電子エージェントとしてVR空間
を自由に移動する

jhttp://www.u-to

ka
i.a

c.j
p/c

am

pus/numazu.html
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するのかとよく誤解されるのですが、私の考

えているものは実際の医療への応用なので

す。時間で見ると、医療行為の8割から9割

は実はコミュニケーションなのです。コミュ

ニケーションだけなら病院に行く必要もない

わけです。ただし、ネットワークを利用する

場合は、そこに臨場感や親しみやすい環境

を作り出されなければなりません。医者と患

者、そして患者同士のコミュニケーションを

円滑にするインターフェイスとしてバーチャ

ルリアリティーを使うことにしたのです。医

者の前では緊張して血圧が上がってしまう

「白衣高血圧」というものも実際にあるので

す。患者も匿名で相談したい場合もあるで

しょう。患者が自分の好みに合わせて心休

まる空間をデザインできるのが仮想空間であ

るわけです。

コンピュータを使うことでかえって医師の

負担は増えないでしょうか。

今の内科や整形外科の大半は老人が対象

ですが、そういった人の相手は必ずしも専門

の医師でなくてもよい場合が多いようです。

それよりもむしろ、患者の側の時間的な負担

を減らすことができるのが大きいと思います。

3時間待って3分間しか診療してもらえない

という現状もあるのですから。

患者に老人が多いわけですから、コンピ

ュータの利用に抵抗のある人も多いので

はないでしょうか。

今の老人というよりも、今の10代、20代

の若者が老人になったときに本当に有効なも

のになるでしょう。日本の家族関係も変わ

って、お年寄りが家族と離れて病院で死ん

でいくようになってきています。「超病院」

がこのような大きな社会問題を解決するとい

うのではなく、少なくとも精神的にサポート

できればいいと思います。

カルテなど個人のプライベートな医療情報

をネットワークでやりとりするのは危険で

はないでしょうか。

この質問はそれこそFAQでして、よく聞

かれます。医療で情報のセキュリティーが金

科玉条のように絶対視された結果、どれほ

ど医療における情報化が遅れたか考えてみて

ください。実際のカルテも病院の金庫に入れ

てあるわけではありません。レントゲン写真

などは倉庫に無造作に積み上げられたりして

います。それを電子化したとたんに、セキュ

リティーが大事だと大騒ぎすることに対して

は私は批判的です。それよりも、セキュリテ

ィーの確保も技術的に解決できると考えて

専門家に任せ、研究や実際の応用がどんど

ん広がっていくほうが大事だと思います。

「超病院」がいくつかできたとして、「い

い病院」とか「名医」というのもやはり

あってそこにアクセスが集中したりするの

ではないでしょうか。

「超病院」はネットワーク上のものですか

ら、個々の医師や診療科を超えた包括的な

医療システムと考えてほしいですね。もちろ

ん医療における名人芸とかいうものは残りま

すが、医療全体のレベルアップを図れるのが

ネットワークだと思います。

今後の「超病院」の展開はどうなります

か？

東海大学がNTTと「衛星マルチメディア

教育実験」を行うことが決まりました。こ

れは通信衛星を使って大学の教材をマルチ

メディアで配信するものですが、「超病院」

もこれに相乗りする形で実験を行う予定で

す。患者側が通常の地上回線で情報を要求

すると、その回答は大量の情報伝達が可能

な衛星経由で送られてくるというものです。

画像情報が重要な役割を果たす医療の現場

では、片道だけでもスピードアップできるの

はとても重要なことです。

診断も目で見るだけでかなりのことがわか

ることも多いので、デジタルカメラやビデオ

の利用も考えています。血圧計も最近はデ

ジタル式ですからネットワークにつなぐこと

は簡単です。

移動体通信の技術を応用して衛星アンテ

ナを搭載した車を利用すれば、災害時の緊

急医療支援にも役立つでしょう。特に、こ

の大学のある東海地域は大きな地震が来る

ことが予想されていることですし、インター

ネットという資源を有効に利用したいと思っ

ています。
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教授と研究室の学生。「超病院」の
VRML版を制作中

山口教授

学内ではインターネット関連の催しも
盛んに行われている
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